





Development of university's lifelong education system


























































































































































































































































































































































































共同体」という研究会が組織され，1 か月に 2 回程度
の研究会の開催を通して，平生教育士という教育専門
職の実践の質を生み出すことに寄与している。毎学期
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注
[1]. 忠清南道の高齢化率は，2015 年現在 39.2％であり，広域自
治体の中で全国 4 位となっている。






[4]. 2017 年 11 月27日，公州大学平生教育院にて，C 氏（平生
教育士）へのインタビュー調査結果による。
[5]. 2012 年の「大学改革プラン」（文部科学省）におい
ては，地域再生に向けての大学の COC（Center　of　
Community）機能を求め，「地（知）の拠点整備事業によ
る地方創生推進事業（COC＋）」として再編成された。こ
れにより，大学と地域をつなぐコーディネ ターー の配置が進め
られた。
